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アジェンダ 

 シスコITのクラウドサービス 

 クラウド化の成果 

 プログラマブル・インフラへ 

 LAEとACIによるSDNの実現 
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クラウド 
提供 
モデル 

SaaS 
SaaS（ソフトウェア） 

SalesForce CRM, WebEx, Ironport 

PaaS 
PaaS（プラットフォーム） 

アプリをホストするために必要なもの、
開発・テスト・本番環境 

IaaS 
IaaS（インフラ） 

サーバ, ストレージ, ネットワーク 

DCaaS（データセンター） 

データセンター施設, 電源, 冷却 
DCaaS 

C
IT

E
IS

 
L
A
E
 

• CITEIS – Cisco IT Elastic Infrastructure Services 

• LAE – Lightweight Application Environment 
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VMWare ESX/ESXi 
ネットワーク仮想化 

LAEでのPaaS 
•Webサーバ 
•アプリサーバ 
•DBサーバ 
•OS 

ACIの導入 
•論理的セグメント制御 
•セキュリティ 
•フォルト・アイソレー
ション 

Cisco  
Nexus 

Cisco  
UCS x86 

仮想化 自動化 セルフサービス マルチテナント 弾力化 統合化 

Cisco IT Elastic Infrastructure Service (CITEIS) 

Cisco Intelligent 
Automation for Cloud 

IaaS 
•サービスカタログ 
•課金 
•変更管理 
•イメージレポジトリ 
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Policies &  
Governance テナントの承認と管理 

標準オプションの 
策定とリリース 

IT インフラチーム 

Management 

利用するサービス、イメージを 
クライアント自身がサービスカタログから 

カスタマイズ 

登録済クライアント向け   
セルフサービス 

Developers 

Self-Service IT Storefront 利用状況の確認  

課金／利用額提示 
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セキュリティ 
管理業務 
災害復旧 

ネットワーク ストレージ 

提供サービスの 
オーケストレーション 

プロセス調整とサービスの自動提供 

ライフサイクル管理 

利用状況の報告 

※オーケストレーション＝仮想化環境の設定、仮想化プロビジョニングの自動化など 

http://images.google.com/imgres?imgurl=http://comps.fotosearch.com/comp/CRT/CRT160/assorted-gears-hand_~008474IL.jpg&imgrefurl=http://www.fotosearch.com/CRT160/008474il/&usg=__BKLQjTnfiA_zxnrE8gNhdtFd_Zg=&h=311&w=300&sz=47&hl=en&start=13&sig2=aC4sAHIh614OIL_ZrGKsRQ&tbnid=CGPq0HoBSVHQ4M:&tbnh=117&tbnw=113&prev=/images?q=tools+and+gears&gbv=2&hl=en&safe=off&ei=K-JaSpn_Ldyntgf-k6WbCQ
http://nsl-mti-001-p.cisco.com/RequestCenter/myservices/navigate.do?categoryid=11&query=catalog&
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レガシーベアメタル  
データセンタ 
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UCSの採用 
仮想環境は全てUCS 

ワークフローの自動化 
ストレージ最適化 

プロセス改善 
インフラ最適化 

-67% 
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ファブリック 
(ACI) 

ロードバランサー 
GSS/Citrix 

ファイアーウォール(V)ASA 
Application Centric 

Infrastructure (ACI) 

RCDN, 
Allen, RTP 

RCDN, 
Allen, RTP 

セキュリティ 
ポリシーモデル 

通常のネットワーク 
(Nexus) 

ロードバランサー 
GSS/ACE 

ファイアーウォール 
ASA 

セキュリティ (ACL’s) 

サーバ(UCS) サーバ (UCS) 

ストレージ (SAN,NAS) ストレージ 
(SAN,NAS) 

Object 
Storage 

OpenStack 

Hypervisor 
VMware 

Hypervisor(KVM) 
OpenStack 

Hypervisor 
VMware 

既存 
プラットフォーム プラットフォームの進化 LAE 

CITEIS 3.0 

No 
Change 

New 
Changes 

New 
Opportunities 

既存 
プラットフォーム 

SaaS 
P
la

n
 

B
u
il
d
 

O
p
e
ra

te
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専任エンジニア  
(IaaSサービスのみ必要) 

 

「仮想マシンとストレージが欲
しい。アプリ用のOSから上は
自分でやる」 

ユーザは高度なサービス
が必要 
 
データベース、アプリ
サーバ、ストレージ、
ネットワーク等のリソー
スをプロビジョニング 

高度アプリ開発チーム 
(IaaSとPaaSサービスが必要) 
 

「自分ができるところと、やって欲
しいところがある」 

アプリ開発チーム 
(PaaSサービスのみ必要) 

 

「標準の一式そのまま欲しい。ア
プリのことだけしかやらない」 

左と 
同じ 

右と 
同じ 

VDC、VM、ストレー
ジなどのインフラリ
ソースだけが必要 
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品質と 
コスト 

柔軟性 

監査制と 
セキュリティ 

相互運用 

アーティ
ファクト 
レポジトリ 

再利用 
コンポー
ネント 

ビジネス 
生存性 

パブリック 
& 

ハイブリッド
クラウド 

クラウド 
スケール 

構成管理 

SLA管理 

コスト 
計測 

可搬性 クラウド 
ソーシング 

伸張性 

容量管理 
アプリケー
ション 

フレームワーク 

データ 
ベース 
エンジン 

多言語 

ビルダー オープンソース プロバイダー サブスクライバ― マルチオファー 企業内 
ホスト 

(企業外) 

内観 

カスタマ
イズ性 

シンプル 
かつ 
直観的 

透明性 

Full ALM 

 

連携 
 

(既存エンタープ
ライズシステム

との) 

特定 
ベンダー
サポート 

プライ
ベート 
クラウド 

マルチ 
テナント 

IaaS 
独立性 
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適応セキュリティ: 
 
• ポリシーモデル 

•丁寧なネットワークセキュリティの実現 

•ネットワークセキュリティ管理の簡素化 

• ハイブリッドクラウド対応の統合ポ
リシーモデル 

Application Centric Infrastructure 

適応インフラ： 

• プロビジョニング時間を大幅削減
し、インフラ全体を変革 

• 「ジャスト・イン・タイム」での
提供と「弾力的な」インフラ 

• プロビジョニングのセルフサービ
ス化 

適応ユーザー体験: 

• 計画的なダウンタイム削減 

• シンプルな運用 

• インフラ依存関係の可視化 

• アプリごとの状況把握 

• 堅牢で耐久なインフラ 



11 

継続的な 
リアルタイム 

応答 

OpenStack OpenShift 

 

OPFLEX 

E2E インフラ 
プログラマビリティ 

CIAC 
APIC 

Nexus 9000 

統合 
セキュリティ 

俊敏性、低TCO 

ビジネス メリット 

テクノロジー * クラウド運用には弾力性、モビリティ、セキュリティを含む 

Cisco Intercloud, 

Identity and Data 

Awareness, 

Service 

Awareness 

ファブリック統合サーバ 

これまでのクラウド 
 (PaaS, IaaS) 

ファブリック統合ストレージ 

現在 

インター 
クラウド 

 アプリ主導の 
クラウド運用* 

ビッグデー
タ、分析 

Fast IT シームレス 
ワークロード 
モビリティ 

ポリシーベースの
学習ネットワーク 

Policy-Based 

Fabric Control 
次世代ファブリック 
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` 2014-3                2014-6                  2014-9               2014-12                2015-3               2015-6 

1 3 5 

サンノゼ エンジニアリング用 
データセンター
（Nexus9000K） 
 

Cisco IT プライベート
クラウドをACIで稼働 
RTP1 データセンター 

Allen & RCDN: 本番稼働アプ
リを移行（第1フェーズ） 

2 4 6 
ACIデザインとACI自動化 

開始1年間で約4000 VMを ACIで稼働 
全ワークロードをACIに2～3年内に移行 

Allenデータセンター＆RTP1: 
開発環境から先に移行 

Allen & RCDN: 
本番稼働アプリを移行
（第2フェーズ） 
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ネットワーク運用と管理 ネットワーク プロビジョニング 

削減分類 % 

CAPEX 25% 

電力 45% 

場所 19% 

サーバ最適化 ストレージ(NAS) 最適化 

12 % 最適化 20 % 最適化 

自動化による削減 
プロビジョニングSLA改善 

Data Center Access 38 % 

Access Control List 
(ACL) 

43 % 

Local/Global Server 
Load Balancing 

41 % 

障害管理 

課題管理 

イベント管理 

10Gbsから40Gbsへ、帯域が4倍増加 

データセンター ネットワーク サーバ ストレージ 

* Single Fabric * Single Fabric 

58% コスト削減 

Data Center Access 

Access Control List 
(ACL) 

Local/Global Server 
Load Balancing 

21% 
 コスト削減 

サービス管理 
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プロセス＆ガバナンス 10 

セキュリティ＆コンプライアンス 9 

アプリケーション 8 

プラットフォーム 7 

仮想化と抽象化 2 

施設とインフラ 
場所、電源、冷却 

サーバ ストレージ ネットワーク 

1 

自
動
化
と

 

オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
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サ
ー
ビ
ス
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ァ
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管
理
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Thank You 


